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秀
助

間 る す 勞  

は 企 る 働  

其 業 提 問  

槳 以 案 題  

務 外 を 上  
に の 可 極 ’

第
一
囘
國
際
勞
働
會

_

は
其
最
終
日
.：即
ち
十
一
月
ニ
十
九
日
を
以
て
婦
人 

め
て
重
：要
な
る
人
；道
的
意
義
を
有
す
る
之
れ
が
產
前
產
後
の
使
傭
禁

.1
1
:
に
關 

決
せ
ん
而
し
て

.
其
規
約
：の
：內
容
ミ
し
て
は
、同

f

家
族
の
み
に

よ

^

て
成
立
す 

::

商H

粱
ば
官
、私
の
如
何
を
不
：間

| |
て
0

赚
-
<

^
働
*
に
對
し
て
分
娣
後
六
週 

就
く

^

許
さ
ざ
る
と

T
k
t :
分
姚

#

に
あ
り
て
も

®

師
の
證
明
書
を
附
.す
る
に

.
於
て
.
は
：六
週
間 

以
內
は
其

.
業

務

よ

,̂
離
る
、
權
利
を
有
し
，次
ぎ
に
以
上
の

' 
理
由
に
よ
り
て
，業
務
よ
办

®

れ
2 

る
婦
人
勞
働
*
は
自
己
及
自
己
の
分
娩
せ
る

®

兒
の
健
康

.
維
持
.
に
必

要
な
る
.
手
當
を
政
府
の

. 

規
定
通
彡
支
拂

.
を
受
く
る
こ
く
但
、其
額
は

.

*
間
家
の
決

.
定
に
挺
つ
ミ
典
に
、產
婦
は
§

寄
師 

及
產
婆
よ
.办
充
分
な
る
保
讓
を
受
く
る
に
必
要
な
る
補
給
金
を
要
求
す
る
權
利
を
苞
し
域
兒 

b.

保
育
期
に
對
し
て
は
如
：何
な
：る
場
合
士
雖
每
日
就
業
持
間
中
半
時
間
宛
ニ
囘
、其
業

務

2
d.

離
る
、

乙

と
を
得
、尙
一
ほ
婦
人
勞
働
者
が
分
婉
に
關
連
し
て
以
上
の
規
定
ょ
ぅ

®

に
長
時
期

 ̂

一
旦
ぅ
休
止
す
る

場
合

-̂

は
M

0

0:

瞪
明
書
の
存
す
る
限
办
、休
業

.
中
、爾
主
は
同
婦
人

.
に
解
«
の 

通
吿
を
與
え
、又
た
は
斯
ズ
の
如

g

效
力
を
發
生
せ
し
ひ
る
如
き
行
動
に
出
づ
る
を
不
法
な

& 

す
に
あ
.

'
而
し
て
斯
く
の
；如

-&
資
格
を
實
現

•
す
る
婦

A

勞
働
者
の
中
に
は
勿
論

.
結
婚

0 

_
形
式
を
有
せ
声
る
も
の
少
か
ら

V

る
可
き
；も
、然
か
も
其
多
く
が
旣
婚
者
た
る
場
合

R

於
て
、
& 

等
の
經
濟
的
地
位
に
就
き
て
論
究
す
る
こ
と
は
必
中
し
も
徒
事
の
業
務
に
あ
ら
ざ

名

可
し
9 

,
:世
：：に
旣
婚
婦
人
勞
動
者
の
存
在
を
可
能
な
ら
じ
む
る

j

般
的
源
因
は
人
類
の
永
續
的
意
義 

殊
に
結
婚
な
る

.

も
の
が
婦
人
の
生
：现
；的
缺
陷
を
補
充
す
る
に
必
要

S：
る
過
程
，た
る
點
じ
存
す

る
％
、然
か
も
之
れ
が
直
接
的

.
：源
因
と
し
て
は
、經
濟
的
條
件
を
指
摘
せ
'ざ

る

を

得
ず
、而
し
て
旣

.
.
.
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婚
婦
人
勞
働
遨
發
生
の
經
濟
的
源
因
を
明
か
：に
す
る
爲
め
に
は
、勢

2

•業
者
侧
ビ
勞
働
恶
侧 

.
即
ち

M

主

ビ

被

傭

：者
；と

の

兩

方

面i

り、考
察
す
る

こ

ビ，必
要
な

K

先
づ
を
業
奢
即
ち
屜
主
の 

服
k

m

t

る

旣

婚

婦

人

：勞

働

者

に

就

き

見

る

に•是
等
企
業
家
の
多
く
は

#

自
の

X

場
內
に
旣 

姘
婦
人
を

®

0

す
る
こ
と
を
餘

&

歡
迎
せ
ざ
る
傾
向
あ

A

、現
に
今
を
去

る

約
一
一
十
年
前

®

M

■
 

V 

.

の
：エ
場
監
督
官
が

「

デ
ち
セ
ル
ド
ル
フ

」
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轄
區
に
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四
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笫〗

躲
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を

見

し

.千

五
^

七
ヾ
十
五
の
エ
場
中
三
' a

+

ra
は
徹
頭.
撤
尾
、旣
婚
，婦
：人
を
€

.役

せ

ざ
>

9

し

.̂
* 

l:
、l
l
lw

募
十
五
は
調
査

' 
P
當_

に
於
て
是
等
婦
人

®
勞
働
を
見
ざ
ぅ
し

.
も
の
な

b

と
す
*斯
く 

の.
如
く
企
業
家
の
，多
く
が
旣
娘

®

人
勞
働
者
を
自
己
の
エ
揚
內
に
入
る
、
乙
ビ
を
悅
ば
ざ
る 

_

盟
.：な
る
理
由
は
、主

と

し

て

彼
.
等

の
.
一一/
日

間
1

け
る
勞
慟
過
程
が
不
規
律
な
る
點
に
あ

6
、
 

即
ち
畫
'食

の

休
®

時
間
を
：特

ば

延

長

す

る

の

必

要

は

勿
S

他
就
業
'時

間

內

に

於

て
-%
彼
等 

は
屢
冷
自
己
の
勞
働
ょ
：レ
遠
ざ
か
る
場
合
少
か
ら
ず
、斯
く
の
如
く
旣
.娘
婦
人
は
勞
働
溝
と
し 

て
理
想
的
の
資
格
を

|

有
せ
ざ
る
に
不
拘
然
が
も
尙
ほ
之
れ
が
需
要
の
存
す
る
所
以
は
主

ビ

し 

て
次
ぎ
に
舉
ぐ
る
が

“

as

に
歸
せ

.
ざ
る
を
得
す
、

(
一
)

未
婚
卷
又
た
は
獨
身
の
婦
人
の
み
に 

て
は
：其
數
が
不
充
分
な
る

z 

S

0

來
得
丈
け
低
廉
な
る
勞
力
を
必
要

ビ

す
る

こ
$
、H)

彼
等 

は
；時
ビ
し
て

羊

毛

又

た

は

：製
：紙
の
場
合
に
見
る
.：.が

如
く

之
れ

'
か
品
質
或
は
製
品
の
色
合
を

« 

定
す
る
上
に
於
て
大
な
る
熟
練
、非
凡
の
能
力
を
有

.
す
る

Z
と
な
り
と
す
、

®

に
.勞
働
者
の
立
場 

X 

6
彼
等
の

H

場
內
、に
於
け
；る
勞
働
を
可
能
な
ら
し
ひ
る
動
機
し
て
は
、凡
そ
次
に
述
ぶ
る 

が
如
き
三
大
理
由
の
？

ル
も
の
あ
ち
、即
ち
第

|

の
，理
由
ど
し
て
は
寡
婦
又
た
は
離
婚
の
境 

遇
に
あ
る
婦
人
が

1

家
の
生
計
を
維
持
す
る
場
合
に
し
て
、か

>
る
際
に
あ

.
o
て
婦
人
自
か
ら

4
:

斧
働

1C
:

從
事
す

4
こ

ビ

は

j

家
©•
•
生
活
：に

と

か

て

織

對

的

^
必
要
な
，K

0

ほ
以
上
の
場
合

.

.

.

.

.

.

に
關
連
せ
る
も
の
と
し
て
は
其
夫
は
離
：娥す
る
，こ

^
な
く
し
て
生
存

.
せ
‘
る
£

朽
又
た
は
娲 

氣
の
爲
め
、自
己
の
職
業
ょ
り
全
部
又
た
は

.Y

部
、遠
ざ
か
れ

る

 ̂

®
夫
は
生
存
せ
る
も
、
 

或
種
の
罪
科
を
詉
せ
ら
れ
し
轉
め
入
獄
ホ
な
る
か
、或

は

軍
務

に
：*

せ
'る

か
、或
は
精
神
病
典
他 

の
事
故
セ
て
病

^

に
あ
る
場
合

•
尙
ほ
其
夫
：が
：失
秦
：の

爲

め」

時

其_

業
1.
i

遠
ざ
か
れ
る
場 

合
等
あ

>

5£
に
齡
ニ
：の

a

由w

し
へ
て
は
：其

*

は
一

S

の
®

業
を
有
す
る
も
、之
れ
が
#
日
の
勞 

2

未
、た
以
て

1

家
族
の
生
計
を
維
持
：す
る
に
不
充
分

な

る
’.場
合
、蓋
其
夫
.の
勞
銀
が
漸
次
高 

率
と
な
る
に
從
つ
で
、之
れ
と
反
比
例
に
其
褰
女
に

し

て

工
場
內
の
勞

fi
ic
從
事
す
る

も

の
 ゝ

減
少
す
る
こ
ビ
は
明
か
；に
各
國
に
於
け
る
エ
場
統
辭
の
脊
人

R
示
す
處
な

レ

ビ

.t
、M

に
第
三 

0

理
由
ヒ
し
て
は
以

±
:

の
場
合
、ビ
異
な

>
 V

、

家
計
上
の
腿
追
ょ

' 
り
も

#

ろ
或
種
の
惡
習
«
、例 

溝
夫
た
を
も
の
が
、自
己
の
個
火
的
歡
望
即
ち
誇

®

興
®
の
酒
精
夂
た
は
煙
草
の
爲
め
に
之
れ 

が
：獲
得
せ
る
勞
銀

^
大
部
分
を
浪
費
す
る
結
果
、自
か
ら

■
其
補
充
策

ビ

レ

て
M

婚
婦
人
の
勞
働

を
見
る
場
合
な

P 

£
す
、(

斯
く
の
如

&
V
例
證
は
今
を
未
る
約
-
十
每
前
に

.
於
、け
る

7
ホ
ム
メ
ル
ン

」
\

「

ボ
1

ゼン

/

ラ
ィ
，
フチヒ

/

マィセン

j
-

ギ
，丨
セ
ン

」「

ク
ュ
ル
テ
ン
べ

',
グ
ヒ」「

ブ
レ
‘

1

メ
ン
J

- F

輝
工
ル
ザ

J
r
> 
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第

十

四

勉(

i
l
a〕

論
.

跳

I

婦
人
熒
働
問
龆
’
 

第

i 

ニ
0

总
ザ
ク
セ
シ

」
0.
:諸

方

面

に

對

.，

る

エ̂
：：.場
，蹲

督

'官
.

0

«吿
.の
：.

»々

晋

A

に
示
.す

處

な
P

と
す)

。

.■

以
上
述
ぶ
る
が

_

き
理
：由
に

t
 

&
て
發
生
せ
し
腕
婚
婦
人
勞
働
者
に

,

す
る
問
題
中
、吾
人 

ね
^

り
七
注
意
す
ず
き
點
は
彼
鞔
の
就
業
時
間
を
特
に
制
限
す
る
必
耍
あ
ヶ

.
や
，̂

必
M

ぁ
b
 

w

せ
fx
w

w

な
る
：方
法
を

. !

以
で
す
可
き

「

や.
の
問
題
な
ぅ
と
す
，蓋、彼
等
の
'多
く
が
家
庭
の
內
外 

に
於
て

1

5

の
勞
働
狀

_

に
存
す
る
こ
と
跟
ち

.H

場
內
の
業
務
は
勿
論
、

3£
に
家
庭
の
人
ぐ
し
し 

て
三
啤
間
乃
漤
四
時
間

t

家
政
の
爲
め
に

«

さ
ヾ

る
可
か
ら

n

る
こ
ビ
は
彼
第
を
し
て
哲
人 

「

フィ.
ヒ
，グ

」

の所
！！

夜

は

重

荷

の
.
下.
に
：眠&
、未
だ

'其
，，
疲
勞
を
充
分
に
囘
復
.せ
ざ
る
中
に
苒
び
其
荷 

を
；脊
負
ふ
て
前
逾
を
急
ぐ

L
le

r

 

w

如
く
な
ら
し
め
、其
結
果
、彼
等
の
健
康
狀
漉
は
著
し
く
不 

f

な
リ
、殊
に
神
經
的
過
•勞
症
に
犯
さ
る
、
も

-0
甚
ぎ

#

し
、現
に
獨
逸
の

「

バ
,
メ
ど
じ

於
け 

るH

«

璐
督
官
が
士
，一
千
の
朱
婚
婦
人
勞
働
潘

ビ

■

五
十
八
人
の
_
»
婦
人
勞
働
激
ビ
の
五 

|年
||
«

に
於
け
る
疾
病
事
項

.
に
就
ぎ
て
調
蜜
せ
し
處
代
，ょ
れ
ば
、

S

婚
婦
人
，勞
働
者
の
疾
病
事
故 

'離
は
丁
年
に

0
也
る
未

®

婦
人
#
働
潘
の
墻
合
に
比
し
セ
一
割

3£
分
方
多
ぐ
、觅
に
就
床

日

數 

の
點
i

り
す
れ
ば
前

#.

は
後
者
に
比
し
て
約
七
割
の
多
ぎ
に
達
せ
^
、斯
く
の
如
く

一

家
の
柱 

石
た
.
石
虫
婦
の
健
摩
が
不
良
衣
名
狀
熝
に
存
す

.
る
こ
.
ビ
は
自
か
ら

|
施
に
於
て
砧
之
れ
が
注

.
計
S

主
要
な
る
要
素
た
る
勞
銀

の

減
少
を
來
た
す
と
典

H
W

家
庭
は
著
し
く
不
整
理
ビ
な 

り
、夫
は
夕
慕
家
に
歸
る
も
終
日
裳
務
の
爲
め
；疲
れ
て
父
た
家
事
を
顧
み
る
の
與
な

i

は
病 

床
に
子
は
餓
に
泣
き
、而
し
て
寒
內
は
到
る
處
に
座
埃
を
以
て
充
た
さ
れ
、食
事
，を
準
備
せ
ん
に
，
 

は
！I

に
火
な
く
、斯
く
て
夫
は
家
を
外
に
，し
て
其
生
針
盤
の
幾
部
分
を
浪
费
す
る
に
於
て
は
、玆 

に.
'悲
慘
：な
る
結
果
を
齎
ら
す
に
至
る
：可
し
、況
ん
や
.主
婦
の
不
健
康
狀
態
は
直
ち
に
之
れ
が
子 

女
' 
の
；養

育

又

た

は
®

®
上.
'に
_

じ
き
惡
影
橡
を
與
ふ
る
も
の
に
し
セ
大
伯
林
の

 

一
0
な
る

r

チ
 

ャ：，ロ

i
N
ゾ•

ブ
ル
グ

」

方
®

の
本
場
後
眢
官
の
：吾
人
に
示
す
處
に

'
ょ
れ
ば
，此
方
面
の
エ
場
に
使
役 

せ
ら
る
る
、魄
婚
婦
人
勞
'働
考
は
殆
ん
ど
其

#

兒
に
母
乳
を

»

ふ
る
も

0
な
く
牛
乳
を
以
て
す 

る
結

®
，之
れ
が
死

^

率
は
他
に

|诈
し
て
穸
く
、夂
た
幼
兒

^
對
す
る
■

の
不
行
屈
な
る
こ
と 

が
時
ド
恐
る
可

&

危
«

を
#

等
に
加
ふ

^

一
®

は
#
^

て獨逸の

「

ダンチ

.

ヒ」

方
面
に
於
て
未 

•た
就
學
時
期
に
雄
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